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1まえがき

「ベトナム漠哺研究院・国家図書館所蔵家譜目録」（以下「家譜目録」と略す）は、ベト

ナム漠哺研究院( e * )と国家図書館( u e 6 e )が

所蔵する家譜の日録である。筆者は、 年月から 年月までの約年間にわた

り、両研究機関において所蔵家譜の実見調査（複写本および一部原本を含む）を行い、調

査票を作成した。「家譜目録」は、この調査票に基づいて筆者が作成したものである。本稿

では、「家譜目録」の解題およびその一覧を提示する。

「家譜目録」は、漢哺研究院の元研究員グエン・ティ・オワイン（ ~̂e 
）に

よる「漢哺研究院所蔵的譜牒」に基づいている［中西 ］。グエン・ティ・オワ

インによれば、「漢哺研究院所蔵的譜牒」は 年に上海師範大学で開催された国際シン

ポジウムで発表したものである。「漢哺研究院所蔵的譜牒」の末尾には、「この図表は『越

南漢哺遺産：書目提要』に依拠して作成された（此表格拠『越南漢哺遺産：書目提要』而

立）」と中国語で記されている。『越南漢哺遺産：書目提要』とは、 年に漢哺研究院か

ら刊行された a ¢ ”u d店 i （全 巻）を指し、本稿ではこれを

『漢哺遺産』と略す[ §. I 

筆者は、修士論文『 世紀前半ベトナムの家譜史料の研究一段族のゾンホ形成過程を中

心に』において、嘉隆・明命年間（ ）に編纂されたと推定される家譜約 件を

分析した［趙浩術 ］。その際、「漠哺研究院所蔵的譜牒」を参考資料として活用すると

ともに、国家図書館所蔵の家譜を補足し、「ベトナム家譜史料の目録」を作成した。さらに、

博士課程進学後、筆者はこの目録に基づいて現地史料を実見調査し、『漢哺遺産』の修正を

試みた。

しかし、新型コロナウイルス感染症（ ）の影響によりベトナムヘの渡航ができ

なくなったため、代替措置として韓国学界に日本学界の家譜研究の動向および嘉隆・明命

年間に編纂された家譜の特徴を紹介した。その際に、「〈資料〉ベトナム家譜史料の目録」

を「〈ス｝豆 1〉川］三甘スい斗入｝豆号号」として公開した［王立咆 ］。

コロナ禍後の 年に現地調査を再開し、その成果を広島史学研究会 年度研究大

年と 年の夏季休暇に漢哺研究院を訪問して閲覧した資料である。特に 年

の調在は、筆者にとって初めての現地調在であったが、大阪大学東洋史学研究室の先輩で

ある吉川和希さん（現・関西大学准教授）に、研究院との連絡の取り方や閲覧許可の申請

方法、調査の進め方など、実務的な知識を惜しみなく共有していただき、大いに助けられ

た。この場を借りて、心より感謝申し上げます。

筆者はハノイ国家大学ベトナム学開発科学院( ~ ~ Q Q も）

の受入の下で現地調査を実施した。調査に必要なビザや紹介状の取得をはじめとする各手

続きについては、ドー・ヴァン・キエン (D6 a )氏より多大なご助力を賜った。ま

た、漠哺研究院図書室での資料閲覧に際しては、グエン・トウアン・クオン( € 且

曲 ）院長、ヴォン・ティ・フォン (ua i曲 ）副院長及び、図書室の研究員の

方々から快いご支援をいただいた。皆様のご協力とご支援に、深く感謝申し上げます。
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会（ 月 日、広島大学）及び、日本ベトナム研究者会の研究大会（ 月 日、京都産

業大学）にて発表した。さらに、 年度に提出した博士論文『近世ベトナム家譜研究』

に「家譜目録」の解題と一覧を収録した［趙浩術 ］。

一方で、 年 月からは京都大学東南アジア地域研究研究所の共同利用・共同研究拠

点「グローバル共生に向けた東南アジア地域研究の国際共同研究拠点（

）」における研究課題「『東南アジア型発展径路』概念の深化に向けた

の可能性インドネシア・南スラウェシを事例として」（研究代表者：大橋厚子）

の共同研究員として活動を開始した。この活動の一環として、 刊

行補助の機会を得たことで、今回本目録を一つのまとまった形で刊行することが実現した

。以上が、「家譜日録」の作成から刊行に至るまでの経緯である。

次に、本目録の作成・整理手順について簡単に説明しておきたい。「家譜目録」の作成に

あたり、筆者はまず先行研究において指摘されたベトナム家譜の特徴を幣理し［多賀 ］ 

［山本 ］ ［ 6 Di u ] ［末成 ］ ［八尾 ］、それを基に「ベトナム家

譜調査シート」を作成した［図］。

調査票の裏面は白紙にし、そこに成書年代や、作者の推定に役立つ家系図や生没年を記

録した［図］。さらに家譜の中に、儒学者としての活動（風水、漠字教育、医学）や女性

の権利・活動といった筆者の関心事項があった場合は、該当箇所を別途抄写し、可能な限

り詳細に記録した。

その後、調査票の内容を基に、エクセルに成書年代、地域（省・県・社）、階層、世代表

示タイプなどのデータを入力した。またこれに並行して、手書きの家系図もエクセルを用

いてデジタル化した［図］。特に成書年代については、『漢哺遺産』及び、その中国語翻訳

版である『越南漢哺文献目録提要』（以下『漢哺文献』と略す） に多くの誤りや記載の省

略が散見されたため、それらを修正して補足的な解説を加えた。本稿の「 「ベトナム漢

哺研究院・国家図書館所蔵家譜目録」解題」では、主に成書年代に関する内容を中心に解

説している。

最後に、筆者は「家譜」を「①一族の末裔を名乗る者（外孫も含む）が、②一族共通の

始祖から子孫へのつながりを明らかにするために、③祖先の家系（父母・兄弟・配偶者・

子孫）、経歴、逸話、忌 H及び墳墓などの情報を漠哺（ ） で記したもの」と定義し

本提案をくださったのは、京都大学東南アジア地域研究研究所の大野美紀子氏である。

また、本目録を のワーキングペーパーとして刊行することを快＜承諾してくださっ

た研究代表者の大橋厚子氏と、申請手続きにご助力いただいた柳澤雅之氏にも、心から感

謝申し上げます。

『漢哺文献』は、『漢哺遺産』の内容を翻訳・補足するとともに、資料を「経・史・子・

集」の四部に分類したカタログである。「史部」の中に伝記という項目があり、「総伝」「別

伝」「神跡」「譜牒」「 H記」という五つに区分されている。この内「譜牒」では、『漢哺文

献』の通し番号 から に該当する、 種類の史料が紹介されている［劉春銀王

小眉 陳義 ］。

主に漠文で作成され、一部に字哺を含むものに限定して取り扱った。
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た。その結果、 件の内、（）上記の定義上、家譜に該当しないもの（ 件）が含まれ

ていることが確認された。これらは「譜」というタイトルを持ちながらも、実際には祖先

の文集や祭文、家規などに分類されるものである。（）系譜資料の一種である個人の行状

や伝記、科挙合格者名簿である登科録（ 件）も、始祖からの系譜を記したものではない

ため取り除いた。さらに、（）字哺のみで書かれた家譜（件）、（）閲覧できなかったも

の（ 件）、（）同じ写本が存在するもの（ 件）も考察対象から外した。その結果、所

蔵史料 件の内、「家譜」に該当すると判断した 件と、それ以外の 件を分類した。

これらの一覧は、本稿の「 「ベトナム漢哺研究院・国家図書館所蔵家譜目録」一覧」に

収録されている。

本日録における家譜の定義や分類、成書年代の推定については、異論が生じ得ることは

認識している。また、 件の家譜がなお閲覧できていないことも大きな問題である。そう

であるにも関わらず、敢えて本目録をワーキングペーパーとして刊行した理由について、

以下に説明したい。

第一に、現在に至るまで、ベトナム国内外において漢睛研究院をはじめとする研究機関

や文害館に所蔵される家譜を体系的にまとめた目録が存在していない点である。これは家

譜の定義の間題と深く関係しており、漠哺研究院においてさえ、所蔵家譜の総数について

議論の基盤となるべき基本的な共通見解すら無いのが現状である[ ~ i J 

［マイ・トゥー・クイン ］。そのため、議論の基盤となる目録および解題の作成が長

らく行われてこなかった。陳より始めよの言葉どおり、筆者の定義や分類方法に異論が提

起されることで、今後議論が活発化することを期待したい。

第二に、本目録の作成は、長年にわたる漠哺研究の蓄精と、それを支えてきた研究環境

の賜物である。筆者が本目録を限定的ながらも完成させることができたのは、『漢哺遺産』

や『漢哺文献』などの先学の研究成果があったからであり、また漢哺研究院の協力によっ

て 年間ほぼ自由に資料を閲覧できる環境を得ることができたからに他ならない。なによ

りも、外国語に堪能であり漢哺資料について議論できる研究者が図書室にいたことが大き

な助けとなった。このような充実した研究環境は、漢哺研究院が 年に社会科学翰林院

の前身である社会科学委員会 (U 。 9) 内に漢哺班（ ）とし

て設立され、 年に研究院として独立して以来［ さ 且 曲 ］、ほぼ半

世紀にわたり、東アジア共通の素養である「漢文」とベトナム独自の「字哺」を組み合わ

せた「漠哺」研究を推進してきた最大の成果の一つであると言って過言ではない。このよ

うな漠哺研究院の協力と支援による研究成果として、筆者は本ワーキングペーパーの刊行

を決断した。

したがって、本目録の刊行は、家譜研究の議論を深化させる基盤を提供するとともに、

これらの資料を体系化し、研究者間で共有するための重要な第一歩であると考える。また

同時に、漢哺研究院の活動がもたらした一つの研究成果であることも強調しておきたい。

「家譜目録」が今後、家譜研究およびベトナム漢哺資料全般の研究に寄与するとともに、

学際的な協力を促進する一助となることを願う。

具体的な事例分析及び、それに基づくデータ解析については、別稿を準備している。


